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【ステップ１】

  以下のブラッシュアップ項目から、御社がすでに取り組んでいる項目（類似の取り組みを含む）、今後取り組みを計画または検討している項目、その他興味・関心がある

項目について、「チェック」欄に「✓」を付けてください。

裏面、全業種共通の項目へ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

№ チェック 飲食・宿泊業に関するブラッシュアップ項目 目標（例）

1

【こども食堂の開催】
様々な事情により家庭で食事をすることが難しい子どもたち向けに、飲食店の廃棄商品を活用し、無料〜数百
円で食事を提供する取り組みを実施する。

こども食堂を年３回以上実施する。 1
2.1
2.2

3
12.3
12.5

17

2

【育成支援】
地域の学生に対し、インターンシップや店舗見学などの職業体験機会を提供することで、次世代を担う優秀な
人材を育成する取り組みを行う。

1 4 8.6 17.2

3

【寄付活動】
余った事務用品や不要な文房具を回収し、地域の教育施設や福祉施設、各種団体などへ寄付することで、資源
の無駄遣いを減らす活動を実施する。

社内で不要になった事務用品等を回
収し、各種団体へ半年ごとに寄付を
行う。

1.3
1.5

8.4 9.1 10.2 11.6
12.2
12.5
12.8

17.2

4
【ＳＤＧｓ学習】
ＳＤＧｓカードゲームなど、地域の子どもたちや住民向けに、SDGsの知識を学ぶ機会を提供する。

地域の子どもたちや住民向けのＳＤ
Ｇｓに関するイベントを年１回以上実
施する。

3 4.7 10.2 11 12.8

5

【食育の推進】
地域の学生や住民に向け、栄養バランスの良い食事や食文化の大切さなどを伝える食育イベントを実施する
ほか、店舗等で提供する食事メニューの記載に、食材の栄養素やカロリー等を表示する。

4.7 8.6 12.8

6

【ＳＤＧｓ取り組み好事例の共有・普及】
自社が実施するＳＤＧｓ関連の取り組みを、取引先やお客さまへ共有・周知することで、地域事業者および地域
経済の持続的な発展に寄与する。

自社のＳＤＧｓ関連の取り組みを自社
ホームページに掲載する。

8.5
8.9

9.1 11 17.2

7

【災害への対策】
災害が起こることを前提に、事業への影響を予測し、被災時でも迅速に事業を立て直すためのプラン（ＢＣＰ計
画等）を構築しておくことで、災害に強い企業体制を実現する。

新たにＢＣＰ計画を策定する。（策定
済の場合、計画内容の見直しを実施
する。）

11.5
11.b

13.1

8

【法令順守】
社内報や掲示板等で法令順守（コンプライアンス）の重要性を周知したり、コンプライアンス研修を実施するな
ど、法令順守の考えが社内に浸透するような取り組みを実践する。

全従業員に対し、年１回以上、研修や
チェックシートでコンプライアンスの
確認を実施する。

16

9

【サプライチェーン管理】
仕入れる食材はフェアトレード基準を満たした原材料のものにするなど、サプライチェーン全体での環境問題
や人権侵害の対策を行う。

1

2.3
2.4
2.a
2.b

5 8 12 13 16 17

10
【企業研修の実施】
従業員のメンタルケアや社内コミュニケーションの活性化などに取り組む企業向けに研修を実施する。

従業員に向けたメンタルケアや社内
コミュニケーションに関する研修を１
回以上実施する。（社内外）

3 4.7
8.1
8.5
8.8

10.2 12.8

11

【長時間労働の抑制】
顧客商売であり、長時間労働化しやすい業態であるが、業界の慣習にせず、従業員の労働時間をしっかり管理
し、ワークライフバランスの充実を図る。

従業員の総労働時間を前年比5％削
減する。

3
8.1
8.5
8.8

10.3

12

【アルコールチェックの徹底】
従業員が業務用車両を運転する際に、走行前のアルコールチェックの実施が確実に漏れなく実施できる厳格な
社内規則・体制を整備する。

従業員全員が業務内での運転前に
アルコールチェックを行う体制を整
備し、厳格に運用する。

3.5
8.1
8.8

13

【ロボットの導入】
配膳や清掃といったこれまで人間が行ってきた業務にロボットを導入することで、従業員の肉体的、心理的負担
を削減し、仕事に対するモチベーションや働きがいの向上を図る。

3
8.2
8.5
8.8

10.2
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別紙【ステップ２】へ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

№ チェック 飲食・宿泊業に関するブラッシュアップ項目 目標（例）

14

【女性活躍の推進】
女性従業員が適切にスキル向上を図り、キャリアアップできる仕組みを整備したり、家事・育児等と仕事の両立
ができるような支援をすることで、女性が十分に能力を発揮できる環境を整備する。

女性の能力開発につながる施策（社
内制度の整備、キャリアアップ研修
等）を１つ以上実施する。

4.7
5.1
5.b

10.1
10.2
10.3

16.7

15

【従業員教育の充実】
従業員がやりがいや成長を感じられるように、能力向上のための各種研修会を実施したり、スキルアップを奨
励する制度などを設けるなど、従業員の学ぶ機会をサポートする。

従業員のための教育制度（社内・社
外研修等）を１つ以上導入・実施す
る。

4.4
4.7

8.1
8.5

9

16

【確実な事業継承】
資産（人材、ノウハウ、技術など）を将来に渡って有効に活用していけるよう、事業の後継者へ指導や情報共有を
実施し、確実な事業継承ができる準備をする。

4.7
8.5
8.6

17

【公正な待遇の実現】
性別や人種などにより、採用や昇進、賃金に差をつけないなど、差別のない社会を実現するための取り組みを
積極的に行う。

5.1
5.5

8.5
10.1
10.2
10.3

16.7

18

【ＤＸの導入】
業務のＤＸ化（デジタルトランスフォーメーション）に取り組むことで、従業員の労働時間を削減するとともに生
産性を向上させる。

新たなデジタル機器の導入等によ
り、従業員の総労働時間を５％削減
する。

8.2 12.5

19

【環境に配慮した素材の使用】
店舗で使用する衣類やタオル等をオーガニックコットン製品にするなど、環境に配慮したものを積極的に取り
扱う。

1 2.1 3.9
6.3
6.5
6.a

12.2

20
【再生可能エネルギーの導入】
屋上や遊休土地に太陽光発電のパネルを設置し、自社で使う電気を再生可能エネルギーにする。

3
7.1
7.2
7.3

13

21
【生物多様性】
生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないような製品やサービスを提供する。

6.6 12 14 15

22
【ＥＶ車の導入】
社用車をＥＶ車へ切り替えることで、化石燃料の使用および二酸化炭素の排出量削減を図る。

社用車として、ＥＶ車を新たに１台以
上導入する。

7.3 9.4 13

23

【地産地消メニューの提供】
地元食材を使った料理の提供やメニュー表に食材の産地を記載するなど、お客様に地元食材の良さを知ってい
ただくとともに、地域経済の活性化に繋がる取組を実施する。

11.6
12.2
12.8

24
【食品ロスの削減】
仕入在庫、製造・出荷数の管理を徹底し、食品ロスの削減に積極的に取り組む。

2.1
2.2
2.4
2.c

12.3
12.5
12.8

25

【お手洗い（トイレ）の工夫】
従業員やお客様に節水や清潔なトイレの使用を意識してもらえるよう、壁への装飾や蛇口にイラストを施すと
いった工夫をする。

3 6.4

26
【水資源の有効活用】
節水仕様の機器を導入したり、雨水を貯めるタンクを設置するなど、水使用量の削減に積極的に取り組む。

社内や店舗での水使用量を前年比
３％以上削減する。

6.4 7 11.6 12.4 14 15

27
【ＬＥＤ照明の導入】
事務所や店舗の照明機器をＬＥＤ化するなど、電力使用量の省エネルギー化に取り組む。

事務所や店舗の照明機器を30％以
上ＬＥＤ化する。

7.3 9.4 12.2 13

28

【プラスチックの削減】
ドリンク用ストローを紙製や、何度も使える鉄製のモノに変えたり、テイクアウトやデリバリーなどの容器をプラ
スチック容器から、紙の素材のモノに変えたりすることで、プラスチック削減の取組を実施する。

ストローやコップなど、これまでプラ
ステック製を使用していたものを、紙
製や竹製のものに１つ以上切り替え
る。

12.2
12.4
12.5
12.8

14.1
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